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大規模拡大 ART 施設のための管理ツール 
 

2015年 10月 8日＆9日 

Windsor, UK 

 

新しいチャレンジは IVFクリニックの拡大・成長とともに。 

 

経験豊富な ARTリーダーから下記テーマを含む見識やアドバイスを得てはいかがでしょうか： 

ラボデザイン・品質管理・管理ツール・リスク管理 

10月 8日（木） 

 

12:00  登録とウェルカムランチ 

14:00  歓迎の挨拶 

14:05  中小期の成長を目指すラボデザイン 

（人員配置を含む） 

-演者：Ronny Janssens 

14:40  ART施設に於ける管理戦略としての 

トータルクオリティ  

-演者：Andres Rebage Arango 

15:30  演者との Q&A 

15:45  コーヒーブレーク 

16:15  クリニックグループの管理：プロトコルの

標準化、監査とコミュニケーション  

-演者：Laura Rienzi 

16:45  財務的考慮点：成長のため及び万一サイク

ル数が下降した時の予算設定とコスト計

画  

 -演者：Lieve Decaiuwe 

17:30  クリニックで起きた重篤事故の適切管理

のための準備点とそれからの学び 

       -演者：Rachel Cutting 

18:00  演者との Q&A 

18:15  閉会 

19:45  食前ドリンクレセプション 

20:15  円卓ディスカッション・ディナー＊ 

 

＊ 円卓ディスカッション・ディナーは小グループに分かれた行

動型・参加者主導のセッションです。今後の課題について自

由に考え、ネットワーク作りやクリニック経営を担う方々が

興味のある最新の注目トピックについて討論して頂く有意

義なセッションの時間を設けました。 

 

 

10月 9日（金） 

 

8:30  ご入場＆コーヒー 

8:45  1日目に討議した主要点のまとめ 

9:00  成長と拡大へのデバイスとしての 

管理ツール  

-演者：Andres Rebage Arango 

9:45  リスク管理と認証評価 

    -演者：Rachel Cutting 

11:00  クリニックマーケティングの成功：患者様

の懸念と我々が患者様にケアすべき義務

事項 

-演者：Lalura Rienzi 

11:30  最終質問、短評、認証、閉会 

12:00  任意参加のランチ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                                                    

 

演者紹介 

 

 

 
 

 

 

 

参加のメリットは？ 

・ エキスパートが考えるリスク管理、ビ

ジネスの考慮点、患者様へのアプロー

チそして施設やグループを最大限にす

るチャンスの作り方について発見があ

ります。 

 

・ ART の影響者から戦略への見識を直

接聞くことで実践・成就がたやすくな

ります。 

 

・ クリニック成長の可能性や大クリニッ

クの管理について様々なクリニックや

グループの同輩から教訓を得て知識や

考えを発展できます。 

 

・ 意見交換セッションに参加することで

ディベートの一員となれます。 

 

・ 地域を越えてデシジョンメーカーの

人々と知り合い既存のビジネス関係を

深められます。 

 

参加対象者は？ 

・ クリニック院長先生   

・ 管理培養士    

・ QC部長  

・ ラボマネージャー   

・ クリニック事業部長 

・ 臨床医 

・ 大規模クリニックやクリニックグル

ープ 

・ IVF 分野を育てることに興味のある

全ての人  

 

使用言語 

学会とワークショップでの公用語は英語

です。 

Andres REbage Arango, Managing Director 

Eugin Clinic, Barcelona, Spain 

化学エンジニアとしてのトレーニングを受けていたため初期キャリアは品質管理に

専念。1999年にトータルクオリティ管理の学位を終えた後、バルセロナの製造物管

理の学位を取得します。2002年に Eugin Clinicで働き始めトータルクオリティ管理

を実施。クリニックの操作部長として成長と収益性に着眼。2006~2009 年の間に会

社は 98%成長しました。 

 

2010年に取締役に就任後は各部門でのプロセスをプロフェッショナル化することで

65%の成長率と大きな収益性アップを成し遂げ、主な 9市場と全体では 78カ国から

の患者様を惹きつける。Eugin Clinicは現在ヨーロッパの IVF施設のトップクラス

にランクされています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

De Laura Rienzi, Senior Clinical Embryologist and Lab Director 

GENERA Center for Reproductive Medicine, Italy 

 

1993年ローマ大学を優秀な成績（magna cum laude）で卒業後 Padova大学でⅡ級

学位を取得。Perugia大学の臨床エンブリオロジーでは 4年間準教授職。ESHREか

らシニア臨床培養士の認証を受け、現在はイタリアエンブリオロジー、再生、研究

学会（ＳＩＥＲＲ）の会長でもありながら種々のイタリアの大学で PhD や学士の

Faculty Adviserでもあります。 

Ronny Janssens, Quality Manager 

UZ Brussels, Belgium 

 

1978年にメッヘレンのStedelijk Instituut voor Teshnisch Onderwijs臨床化学位を卒

業後、1979年 Ziekenhuis Brussels大学のラジオ免疫学アッセイラボでキャリアをス

タート。1983年に培養士として Andre Van Steirteghem, Paul Devroey両教授のチー

ムに加わり、それ以降、生殖医療センターの IVFラボのスタートアップと開発に関与。 

 

Ziekenhuis Brussel 大学の生殖医療センターで QC システムと ISO 17025 と後の

ISO15189 に従う認証の責任者だったが、現在は同センターの QC 部長である。1985

年から ESHREの会員で ESHREのパラメディカルグループの創設者である。 

Lieve Decaluwe, Centre Manager 

UZ Brussel 

 

1985年に Katholieke University Leuvenで Commercial Enginnering の修

士号取得後 Faculty of Economic Sciences of KULeuvenで科学助手としての

キャリアをスタート。1987年から ACC（病院セクターに特化したソフトウェ

アの会社）の病院部門でマネージャーとして、Ernst & Youngではヘルスケア

のコンサルタント、アントワープの GZA 病院では内部コンサルタント、UZ 

Leuven大学病院の腹部＆腫瘍部門のマネージャー、UZ Brussel大学病院では

組織と開発マネージャーとして勤務。 

 

2008 年に UZ Brussel の生殖医療センター（CRG）のマネージャーに指名さ

れる。CRG の組織と開発部門の部長をサポートしながら一方で組織改変、財

務そして人事関連問題、ICTとインフラを特定ターゲットとした非医療訓練の

責任者でもあった中東で創始された CRG を含む種々のプロジェクトのコーデ

ィネートを成し遂げた。 

 

更に 2015年には、包括的プロジェクトとネットワーク活動の責任者としてUZ 

Brusselの CEO補佐の地位を得た。 

 

Rachel Cutting, Principal Embryologist 

Jessop Fertility, Sheffield, UK 

 

Jossop Fertility, Sheffield Teaching Hospitals NHS Foundation Trustの主席

培養士/品管マネージャー/担当者。HFEA の認可センターパネルの一員で、10

年間、臨床培養士（ACE）排他的委員会のメンバーで、その間 2011年と 2014

年には議長も担当。 

 

又、eSET（選択的単胚移植）と卵子凍結実施のための国のガイドライン開発

に関与。臨床科学者協会の査定者。培養士のための国の研修プログラムの開発

に関与しており、それには再生医療科学研修プログラムのためのカリキュラム

作成も含まれている。 

 

国際的にも国内的にも活動的な役割を持ち、学会講演やコンサルタントワーク



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

     

 

 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場 

 

アワード受賞の Oakley Court Hotel 

ロンドンヒースロー空港から 10分 

Windsor Road, Water Oakley 

Woindsor, Berkshire 

５L4 5UR, UK 

 

ご質問がありましたら遠慮なく下記にコンタクト 

下さい。 

Marketing@research-instruments.com 

電話＋44 (0) 1326 372753 

 

 

参加者のレート  GBP1,000 

 

すぐにご登録を！（日本からの枠について限りがございま

す。席数に達した時点でご要望にお応えできない場合がござ

いますのでご了承ください。） 

この学会は IVF のパイオニアやビジネスに精通した方々に

参集して頂き、我々の活動分野の成長や講演するトピックに

ついて討論して頂く機会です。関連文献、対話型のディナー

と参加者とのネットワーク作りなどにより、必ず視野が広が

り、鼓舞され、今後の活躍に役立つものとなるでしょう。 

 

料金は学会への参加費とアワード受賞の Oakley Court 

Hotel 一泊、飲食費、朝食、ランチ、食前ドリンクと夕食代

込みとなっています。旅費や移動費は含まれません。 

 

登録はこちらへ：http://ivf-insights.eventbrite.co.uk 

 

同伴ゲスト 

同伴者がいる場合は 1名分の追加料金は￡55。社交ディナー

と朝食（ゲストが同じ部屋に投宿されワークショップに不参

加）付きです。 

 

追加宿泊料金は 1部屋１泊につき￡140 

 

諸条件全般はこちらへ；www.research-instruments.com 
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